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特許調査に特化したAIエージェント



PatVisorのご紹介

PatVisorは、特許調査に特化したAIエージェン

トです。

従来の検索サービスが「人間が読み切れる範囲に絞

り込む」ことを目的としているのに対し、PatVisorは請求

項の内容や構造をAIが直接解析し、侵害リスクを定量

評価して、評価の根拠とともに出力するサービスです。

ユーザーは調査範囲と特徴データを指定することだ

けで、調査の実行・リスク判定・根拠提示まですべて

PatVisorが完結します。



ハイスピード・ローコスト

調査外注の数十分の一～
百分の一のコストで、短
時間で結果を出力。

精度の底上げ

人間調査と同様な視点で侵
害リスクを定量的に評価。

侵害リスク判断の根拠まで
提示し、担当者ごとのばら
つきを抑制。

情報セキュリティ

外部AIサービスを利用せず、
自社運用のAIエンジンのみ
で解析。全通信を暗号化し、
情報は国内サーバ内で完結。

サービス特徴

マルチ言語対応

複数言語が混在した入力
も対応。翻訳による精度
落ちの心配はなし。

特許調査に特化したAIエージェントです。



価格設定

エントリープラン スタンダードプラン ビジネスプラン

初期費用 0円

特許データ利用可能範囲 ＪＰ、ＵＳ、ＥＰ、WO、CN

特徴データ指定
特徴公報 20公報番号まで

特徴文章 10,000文字まで

調査結果ダウンロード 可

調査実施可能回数 3回/月 10回/月 20回/月

月額利用料（税抜き） 30,000円 80,000円 150,000円

※当月に使い切れなかった実施回数は、自動的に翌月に繰り越されます。
※上記以外の料金プランにつきましては、個別にお見積もりいたします。



その他

サービス稼働時間 平日9：00～18：00

公報データ収録頻度 週1回（公報収録タイムラグは最大1週間）

テクニカルサポート 弊社ホームページ（https://aivisor.co.jp/contact）へお問合せ
ください。

その他ご要望・お見積り 営業担当へご連絡ください。



開発者プロフィール

知財業界において18年以上の経験を有し、Shareresearch

（株式会社日立製作所）、サイバーパテントデスク2（株式

会社野村総合研究所）、Patent Explorer（株式会社

FRONTEO）など、数多くの知財関連情報システムの設計・

開発に携わる。
Lawrence Wang

（王 亮）



会社概要

会社名： AIVisor 株式会社（AIVisor, Ltd.）

代表者： Lawrene Wang （王亮）

所在地： 東京都中央区銀座1丁目12番4号N&E BLD.6F

設立日： 2025年4月1日

ビジョン：

弊社は長年の知財業界の経験と最先端のAI技術を組み合わせ、複雑な課題
を「より確実に、より効率的に」解決します。お客様が自信をもって挑戦を続け
られるよう、知財をリスクではなく“成長の力”へ変えていきます。


	スライド 1
	スライド 2: PatVisorのご紹介
	スライド 3
	スライド 4: 価格設定
	スライド 5: その他
	スライド 6: 開発者プロフィール
	スライド 7: 会社概要

